
「ナノケア」
それは、
歯面研磨から歯面修復へと
コンセプトを変えた
新時代の歯面ケア。
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˗�� 症例Ͱ解説ʂ ϋΠυϩΩγΞύλΠトにΑΔࣃ໘έΞ˗

歯の主成分であるハイドロキシアパタイト。その粒子をナノサイズに超
微粒子化した「ナノ粒子ハイドロキシアパタイト」を含有するペースト等に
より歯面をケアすることで、歯質に直接ミネラルを補給し、再石灰化や歯
面性状の回復・改質を促す。それが「ナノケア」である。また、ナノ粒子ハ
イドロキシアパタイトは細菌やプラーク・バイオフィルム構成成分を吸着
除去する機能を有し、口腔内環境を整える作用ももつ。
　本書では著者が厳選しカテゴリー別に整理した17症例により、この新
時代のケア「ナノケア」の手法がステップごとに解説されている。

●サイズ：A4判　●200ページ　●定価13,200円（本体12,000円＋税10％）
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エナメル質・象牙質・補綴物のプロフェッショナルケア2
［歯面修復型ケア］ナノケア

◆ 4VCTVSGBDF�3FNJOFSBMJ[BUJPO（エナメル質表層下脱灰の再石灰化）
CASE 01 萌出期に発生したエナメル質白濁病変の再石灰化アプローチ
CASE 02 エナメル質初期う蝕（ICDAS コード 2）に対する再石灰化アプローチ
CASE 03 ブラケット周囲に発生した白濁病変に対するディボンディングと再石灰化
CASE 04 幼若永久歯ブラケット装着前のプレケアと装着中の白濁発生抑制

◆ 4VSGBDF�&OBNFM�3FTUPSBUJPO（エナメル質表面の改質・修復）
CASE 05 ホワイトニング後の光沢回復と色調維持
CASE 06 プラーク・バイオフィルムの除去と再付着抑制
CASE 07 ステイン（ポリフェノール・タール混合）除去と再沈着抑制
CASE 08 マウスピース矯正アタッチメント除去後のリカバリーケア

˗"HBJOTU�&SPTJPO���4FOTJUJWJUZ（酸蝕・象牙質知覚過敏抑制）
CASE 09 象牙質知覚過敏症のシールドケアと露出根面のエナメライゼーション
CASE 10 酸蝕による知覚過敏傾向のある若年者のプロテクトケア
CASE 11 酸蝕により進行した Tooth Wear に対するプロテクトケア

˗�&OBNFM�"OUJ�"HJOH（エナメル年齢の維持・回復）
CASE 12 マイクロクラックの封鎖と白色度・光沢を維持するエイジングケア
CASE 13 色調改善とミネラル補給でエナメル年齢が若返るエイジングケア

˗#BDUFSJBM�"ETPSQUJPO（病原性細菌の吸着除去）

CASE 14 菌吸着除去システムによる歯周維持療法と根面う蝕予防
（ドラッグリテーナーの長期使用経過）

CASE 15 補綴治療後の菌吸着除去による病原性細菌のコントロール
（nano-HAP 配合洗口液による口腔内環境の保全）

◇スマートオーラルケアによるブラッシングアシスト
CASE 16 口腔内スキャナーを活用したブラッシングアシスト

˗%FGFDU�3FNJOFSBMJ[BUJPO（エナメル質形成不全の再石灰化）

CASE 17 MIH に対するナノケア長期管理症例

ナノケアナノケアナノケア 6つのコンセプトに基づく症例解説 6つのコンセプトに基づく症例解説 6つのコンセプトに基づく症例解説

1BSU �ɹφϊέΞのతผέʔεελσΟ図14-18　6年11ヵ月経過後。酸蝕の進行は停止し、安定期

に入ったと判断された。メンテナンス間隔は6ヵ月に延長し、

上顎前歯部のプロテクトケアのみ2ヵ月ごとの施術とする。歯

頸部凹状欠損部は象牙質の露出面積が若干拡大しているが、

知覚過敏症状はない。毛先の柔らかい歯ブラシ使用でブラッ

シングによる摩耗を最小限に抑えるようにして経過観察。

図14-19　8年10ヵ月経過後。経過年数約9年を考慮した場

合、歯冠形態の大きな変化は認められず、Tooth Wearの進

行は抑制されている。上顎前歯歯頸部の露出象牙質について

は、修復治療は行わず、歯磨剤を「アパシールドホームケア」に

変更してエナメライゼーションを意図して経過観察すること

とした。歯ブラシによる摩耗傷は表面粗さが回復し、DRY撮

影で光沢を獲得している。

（4）プロテクトケアの経過（安定期、上顎前歯部）

8年10ヵ月後

6年11ヵ月後

図14-20　初診時2 唇側面。

図14-21　約9年経過後2 唇側面。撮影

方向から観察では、光の乱反射が減少

し、正反射光が白く写ることから、酸蝕

による粗造感と歯ブラシ摩耗による傷が

消失して滑沢になり、光沢感と透明感が

向上したことがわかる。エナメル質内部

を無数に横走する細かい白い縞模様は傷

ではなく、レチウス条に由来する低石灰

化部と考えられる。

図14-22　初診時 3唇側面。

図14-23　約9年経過後 3唇側面。右側

同様に粗造な表面性状と歯ブラシ摩耗に

よる傷が消失し、光の乱反射が減少して

いる。また、強い正反射光を避けた方向

からの撮影のため、エナメル質の透明感

によって内部の構造が透けて確認でき

る。歯冠を横走する細かい白い縞模様は

右側と同じく、レチウス条由来の低石灰

化部と考えられる。

初診時

約9年経過後

初診時

約9年経過後

（5）約9年経過後のエナメル質表面性状
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いる。また、強い正反射光を避けた方向

からの撮影のため、エナメル質の透明感

によって内部の構造が透けて確認でき

る。歯冠を横走する細かい白い縞模様は

右側と同じく、レチウス条由来の低石灰

化部と考えられる。
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ゼーション

ア

（ドラッグリテーナーの長期使用経過）

（nano-HAP 配合洗口液による口腔内環境の保全）

（1）ディボンディング時のケア

図4-13
　「リナメ

ル」塗布。
作用条件

は、

回転数：
500〜7

50rpm
、作用時

間：

1歯面につ
き20秒。

図4-9　
16歳。動

的矯正歯
科治療終

了前の

状態（ブラ
ケット装

着期間1
4ヵ月）。

図4-10
　ディボ

ンディン
グ時のセ

メ

ント除去
。残留し

たレジン
セメント

を

ディボン
ディング

専用カー
バイドバ

ー

を用いて
歯面を傷

つけない
ように除

去

する。白
濁のある

歯面は最
小限の研

磨

にとどめ
、再石灰

化後に改
める。

図4-11
　シリコ

ーンポイ
ント研磨

。

接着面に
一層残っ

たレジン
セメント

は、手用
インスツ

ルメント
で剥離す

るか、コ
ンポジッ

トレジン
研磨用シ

リコーン
ポイント

で研磨す
る。
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図4-12
　白濁部

ケミカル
クレンジ

ン

グ。ブラ
ケット周

囲に白濁
が生じて

い

た歯面は
PMTCを

行わず「A
Dゲル」に

よるケミ
カルクレ

ンジング
で対応。

図4-14
　正常歯

面のPM
TC。白

濁の

ある歯面
を先に処

理した後
、正常歯

面はPM
TCで表

面粗さを
整えてか

ら

（RDA1
20以下目

安）「リナ
メル」を塗

布。
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4

ブラケット周囲に発生した白濁病変に対するディボンディングと再石灰化

　6年11ヵ月経過後。酸蝕の進行は停止し、安定期

に入ったと判断された。メンテナンス間隔は6ヵ月に延長し、

上顎前歯部のプロテクトケアのみ2ヵ月ごとの施術とする。歯

知覚過敏症状はない。毛先の柔らかい歯ブラシ使用でブラッ

（4）プロテクトケアの経過（安定期、上顎前歯部）

8年10ヵ月後

6年11ヵ月後

図14-20　初診時2 唇側面。

図14-21　約9年経過後2 唇側面。撮影

方向から観察では、光の乱反射が減少

し、正反射光が白く写ることから、酸蝕

による粗造感と歯ブラシ摩耗による傷が

初診時

（5）約9年経過後のエナメル質表面性状

20

図2-1、2　初診時6歳。乳歯列期より上顎前歯および乳臼歯にう蝕があり、アデノイドによる口呼吸がリスク因子の一つとなっていた。

　本症例は7歳から18年間、ナノケアを中心に萌出期のエナメル質白濁にアプローチした症例である。上顎中切歯部に萌出にともない発生した脱灰による白濁部に対して積極的な再石灰化を試みた。
　患者はアデノイドによる口呼吸がリ

スク因子の一つと考えられ、乾燥しやすい歯面隅角部を中心に切端部、歯面凸部に白濁が認められた。萌出中の歯面には周波条が明瞭に認められ、非侵襲的な化学的清掃（医薬品含有歯面処理材によるケミカルクレンジング）によるナノケア（リミネラリゼーション）

から開始した3。エナメル質の硬度・光沢が十分に回復した17年後、エリスリトールによるエアポリッシングを併用するナノケア（ステインオフケア）へ手技を変更した。ナノケアの目的は白濁部の再石灰化からステイン抑制へとシフトしている。

症例プロファイル
年齢（臨床経過年数）、性別：7歳→25歳（18年間）、男性
既往歴：アデノイド、口呼吸

【Key Words】
nano-HAPの作用 再石灰化、ミネラル補給、エナメル質改質
対象・ターゲット エナメル質表面・表層、エナメル質表層下病態／診断／歯面性状 萌出性脱灰病変、白濁病変（白斑・WSL）、幼若永久歯周波条、光沢消

失、微細凹凸期待する効果 白濁減少・回復、光沢感、プラークコントロール、白濁予防

萌出期に発生したエナメル質白濁病変の再石灰化アプローチ
CASE 01

【Clinical Points】

☞  歯面の汚れを除去してよく乾燥して観察する
☞  幼若エナメル質に対して非侵襲的なケミカルクレンジングを行う

☞  エナメル質の回復に応じてケア手技とセルフケア製品の処方を変更する

症例の概要

（1）ナノケア開始前の状態

症例を理解するために

☞『エナメル質・象牙質・補綴物のプロフェッショナルケア』2 p.88～89掲載症例。

2

1
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『エナメル質・象牙質・補綴物の
プロフェッショナルケア』

姉妹書も好評発売中！
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